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国際交流基金のｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの機運醸成に関する取組 ①

海外において日本文化紹介事業をインパクトのある形で実施し、日本の魅力を発信することで
2020年に向けた関心喚起、機運醸成を目指す。

取組事例１ 日本文化の海外発信
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平成27年度には約520件の文化芸術交流事業を実施、参加者・来場者は約625万人。
アジアセンターでは、東南アジアとの間で約380件の交流事業を実施し、約81万人が参加。
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国際交流基金のｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸの機運醸成に関する取組 ②

取組事例２ 文化の多様性

文化の多様性と異文化理解に着目した日本国内での事業実施を通じ、文化の違いを受け入れ、
より深い相互理解に向かうための契機とする。
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